
 

障害のある子どもの小学校入学ガイド 

入学準備から学校生活での不安を 

本人・保護者の実際の体験をもとにQ&A形式でまとめてみました 

 

 

 

この本は、自分の校区にある小中学校や特別支援学校に通っている子どもを持つ保護者が中心となって

作成しました。現役保護者の目線で、実際の学校でのエピソードや、その時々の思いを、たくさんの方々の

協力を得てまとめ、そして赤い羽根共同募金の助成を受けて、本にすることができました。 

 

通う小学校を考えるころから、学校生活への不安、実際の学校生活で友だちと一緒に過ごした体験、学校

の先生に思いを伝えた経験など、私たちが子どもの就学前に知りたかったこと、聞いておきたかったこと、イ

メージできていたら気持ちが楽になっていただろうと思われることを Q&A 形式でまとめています。障害の

ある子どもが、小学校でみんなと一緒にどうやって過ごしているか、工夫してきたこと、周囲にかけていただ

いた言葉、学校の先生からのご提案などを知っていただくことで、こんなやり方もあるんだ、と参考にしてい

ただけたらと思います。 

 

しかし、子どもに合った支援の方法は子どもひとりひとり違います。この本の中でも、たとえば入学式では、

事前に式典の様子をイメージしやすいように会場を見せてもらった子もいれば、他の子同様に本番ではじ

めて会場に入っても落ちついていられる子もいました。さまざまな障害特性を持つ子どもたちのさまざまな

エピソードを読んでいただき、そのお子さんに合った支援はどんな形か、関わる皆さんで考えていっていた

だければと思います。 

 

この本を作成した私たちも、似たような障害を持つ子が身近にいない中で、どうしたらいいか悩み、不安を

抱えながら子どもを育ててきました。他の人の体験を聞いたり、同じ悩みを抱える人と交流したりすることで、

気持ちが楽になったり、問題解決の糸口が見つかったりすることもありました。 

この本を読んだ方にも、そんな思いを感じていただけたら、とてもうれしいです。 

 

 

インクルネット西宮 

入学ガイドワーキングチーム 


